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    第 ２０ 回 例 会 報 告（１２月７日） 
 

【 出  席  報  告 】 

・会員数   ５０名         ・出席数  ３６名          ・欠席数  １４名 

・当日出席率   ７６．０８％            ・前々回修正出席率   １００％ 

＜欠席会員＞平田､小堀､松木(久)､宮道､村上(修)､大澤､越智､坂本､田崎､田中､八木(伸)､ 

〔免除会員〕青野(明)､檜垣(巧)､白石 

<11/16欠席補填>（11/14今治南)青野(淳)､村上(修)､坂本､田中､渡辺(昜)､吉武 （11/18地区大会)菅 

（11/19地区大会)村上(裕)   (11/27今治北)別府､原､平田､小堀､松木(久)､中村 

（11/14今治南）原､平田､冠､松木(久)､中村 ◇会長報告・交通死亡事故が多くなっています。年末年始は特に気を付けてください。 
◇幹事報告・本日例会終了後、RC事務局にて 12月定例理事会を開催しました。 

・2018 年 1 月 27 日(土)18 時より、今治国際ホテル 2F クリスタルホールにて今治 3RC 合同新年会  
を開催します。会員 7,000円、配偶者 6,000円、お子様 4,000円。1月 12日(金)申込み締切です。 

◇親睦活動委員会・誕生日スピーチ・平尾浩一郎会員(66歳)：高齢者と分類されて 1年、インフルエンザの予防
接種は 1,000 円でしてもらえるし、非常にいいこともあります。『九十歳。何がめでたい』を上
梓された佐藤愛子さんではありませんが、ここまで来られたかということを重ねて感謝しながら
これからも生きたいと思います。▼青野淳一会員(48 歳)：最近、左肩が五十肩で上がりません。
回復したらゴルフもしたいと思います。48歳。そろそろ体のケアもしなければなりません。毎年
言うことですがサービス業なので人の悪口を言わないようにします。もし間違っても次の日にや
り直し、1年間、やっていこうと思います。 

年次総会 

◆西本信保会長：2019-20年度の会長指名は慣例に従いパスト会長会で協議の結果、菅主浩会員を選出、お引き
受けいただきました。本件は満場の拍手をもってご賛同いただきました。 
◆矢野暢生被選会長：2018-19年度理事は副会長兼クラブ奉仕委員長・村上裕一▽幹事・河野通則▽会計・田崎
泰三▽職業奉仕委員長・辰巳和久▽社会奉仕委員長・岡本康利▽国際奉仕委員長・青野淳一▽青少年奉仕委員
長・阿部真弓の皆さんにお願いしたいと思います。私も 65 歳で高齢者。理事の皆さまにご迷惑を掛けること
も多々あるかと思いますがよろしくお願いします。本件は満場の拍手をもってご賛同いただきました。 

ロータリー財団委員会アワー 

◆大河内雅徳委員長：2017 年 6 月財団は 100 周年を迎えました。300 万ドルの募金目標を達成し、ビルゲイツ
財団によるポリオプラス支援も 3年間の延長が発表されています。また、財団への年次寄付ゼロのクラブがな
くなったと先日の地区大会で RI 会長代理が発言されました。ロータリー財団は好きではない、とおっしゃる
方もいると思います。それは財団が大きな組織となるにつれ、寄付や奉仕プログラムを財団が決めたとおりに
行うことをあたかも強要されているかのように感じ、嫌な思いをされているからではないでしょうか。▼私も
同じ思いでしたが、財団の成り立ちを調べると意外とそうでもなく、自分の寄付が回り回って世界のどこかで
役に立てばいいのではないかと思うようになりました。財団の使命は「ロータリアンが人々の健康状態を改善
し、教育への支援を高め、貧困を救済することを通じて世界理解・親善・平和を達成できるようにする」こと。
米山奨学金と違って地元に使えるお金は少ないですが、そのぶん世界のどこかでいいことをしている団体なの
です。▼寄付は無理なく行い、いつの間にか貯まっているというのがベストではないかと私は思います。RCで
は「My ROTARY」を通じて 1,000 円からの小口寄付ができます。これを行うと財団理事長からお礼の手紙が来
ますので、確定申告時に特定寄付控除を受けられます。寄付金控除は払った所得税率に応じて還付が受けられ
る所得控除と課税所得に関係なく最大 40%の税率控除が受けられる税額控除の 2 種類があり、所得税率が 45%
を超えるような高所得者は前者を、それ以外の方は後者を選ぶ方が得になります。▼財団への寄付金は 3年後
に使用可能となり、WF(国際財団活動資金)と DDF(地区財団活動資金)で折半されます。DDF のうち半分は地区
補助金として、残りの半分はグローバル補助金として使用します。2015-16年度の 2670地区を例にとると 3年
前、つまり 2012-13年度の年次寄付額の 50%がおよそ 19万ドル。地区補助金のおよそ 9.5万ドルはほぼ使い切
っていますが、グローバル補助金で使用されたのはタイの知的障害児支援への 1万ドルだけ。対世界ですから 

グローバル補助金は難しいかも知れませんが、まずは地区補助金を使って地域に貢献していきたいと思います。 

次 回 例 会（１２月１４日） 

【 会員増強委員会アワー 】  

＜会員誕生日祝＞重松 宗孝氏(12/16) 檜垣 俊二氏(12/20) 西本 信保氏(1/6)  岩藤 将史氏(1/7) 

＜配偶者誕生祝＞渡邊 道信氏(12/14) 小堀陽一郎氏(12/14) 木村 敏明氏(12/14) 久米 操氏(12/22) 

        中村 浩二氏(12/22) 山本  剛氏(1/2) 

＜入会記念日祝＞阿部 真弓氏(12/18) 村上 修三氏(12/25) 原  竜也氏(1/8)  村上 修三氏（1/8） 

        冠  康秀氏(1/9)  矢野 暢生氏(1/9) 

〔 健寿司 〕 


